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脱し、ASV群では、end-expiratory pressure, 4 cmH2O; minimum pressure support, 3 cmH2O; 








群では有意に低下し (p=0.0036) 、non-ASV群より低値であった (p=0.0277)。 心拍数の経
過は2群間で同様であった。体重は、術後3日目で両群とも最も増加し、術後6日目において、
ASV群は術後3日目より有意に低下し (p=0.0045) 、ASV群の体重減少は、non-ASV群 に比し
有意であった (p=0.0450) 。酸素装着期間は、ASV群において有意に短く (p= 0.0238) 、
術後5日目に100 m歩行が可能な患者は、ASV群で有意に多かった（p=0.0061） 。Non-ASV
群の1例を除くすべての患者で肺合併症なく退院できた。術後心房細動の発症は22.7％であ
















以上の結果から，本論文は OPCAB 後リハビリテーションに ASV を併用する新しい治療プ
ログラムであり，合併症の改善や早期回復などを認め、術後の治療成績向上に寄与する研
究であると判断される。 
よって審査委員会委員全員は，本論文が著者に博士（医学）の学位を授与するに十分な
価値あるものと認めた。 
 
 
 
